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医療法人社団永生会
みなみ野病院広報誌
202４年 １２月 発行

Vol ２４
Take Free

■院内ギャラリー （９月から１１月の季節のディスプレイ）
■みなみ野病院を知っていただくための特別企画 「みなみ野病院の通所リハビリ」
■自衛消防の取組みが表彰されました～地域と一体となった訓練の実施～
■永生会の健康講座「学び舎えいせい」

コンテンツ

〒192-0916 東京都八王子市みなみ野5-30-3
TEL 042-632-8118（代）
TEL 042-632-8154（入院相談）
https://www.eisei.or.jp/minamino/

永生会の健康講座 「学び舎えいせい」
～介助する側もされる側も負担を最小限にする介助のコツ～

～「医療・介護を通じた 街づくり・人づくり・想い出づくり」 を理念とし、
地域の方々を支えていく～ それが私たちの願いです

医療法人社団永生会

みなみ野病院
●みなみ野病院は、４つの機能で地域の皆さまに
信頼していただける病院づくりを目指しています。
今後ともよろしくお願いいたします。

医療療養病棟医療療養病棟

医療療養病棟 回復期リハ病棟

自衛消防の活動が東京消防庁より表彰されました！
～在院患者の安全確保と地域住民と一体となった訓練の実施～
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当院では、１０月５日（土）に病院全体で防災訓練を実施しました。
今回の訓練は、震度６の地震と火災をシミュレーションしたシナリオ
で取組みました。病棟では、「初期消火」「患者さまの状態の確認」
「対策本部への報告」までの一連の流れを実演しました。

永生会では様々な職種が「健康に関すること」、「医療に関するこ
と」、「介護・福祉に関すること」などの情報を発信しています。

今回は当院のリハビリセラピストから講座のご案内です。
「介助者のケガや疲労を防ぐための介助のコツ」 「自宅で安全に
生活するための環境整備と工夫」について、ベッド上の寝返り、起
き上がり、ベッドから車いすへの移乗などと、自宅での転倒を防ぐ
工夫について、動画等でわかりやすく説明しています。

さらに、１１月１５日（金）には、消防業務協力者等
表彰式が東京消防庁八王子消防署において開催され、
当院は、「積極的な訓練活動で災害防止に寄与した」
その功労に対する表彰を受けました。
今後も在院患者の安全確保と地域への貢献も含めた取
り組みを行っていく所存です。

「学び舎えいせい」で検索、
またはQRコードからご覧
ください。

通所リハビリ

緩和ケア病棟

縦10ｃｍのビンに
入っている千羽鶴です

同日に、みなみ野５丁目の町会の皆さまとの合同訓練で、トリアージと
応急対応を実演しました。消防署員からの貴重な助言もいただきました。

※トリアージ：災害時など多くのケガ人や病人がいる場で、より多くの命を救うため、
治療の優先順位を決めるためにおこなわれる行為

医療療養病棟医療療養病棟

患者さまとリハ科スタッフ
で共同制作しました

院内保育所・通所リハビリ

9月から11月のイベントと季節のディスプレイです。院内ギャラリー

病院の立体模型（作成期間
約２ヶ月の大作です）

落ち葉で作った
「はらペこあおむし」です

ハロウィン（かわいい仮装
で利用者さまと交流）

通所リハビリ

今回消防業務協力者等の功労に対する
表彰を受け、院長はじめ訓練を受けた
当院の自衛消防隊７人と、改めてその
任務を確認しました。
今後も医療機関としての役割を果たす
ため、災害対応能力の向上に努めて参
ります。

緩和ケア病棟

緩和ケア病棟
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心身の元気を取り戻すための特別企画

みなみ野病院の「通所リハビリテーション」

１．通所リハビリテーション（通所リハ）とは？

３．通所リハを利用するための手順は？

みなみ野病院を知っていただくための特別企画

みなみ野病院は、回復期リハビリテーション、慢性期医療、緩和医療、通所リハビリテー
ションの「４つの機能」で地域の皆様に信頼していただける病院づくりを目指しています。
この紙面では、さらにみなみ野病院を詳しく知っていただくために、当院の取り組みや働く
スタッフをご紹介しています。今回は４つ目の機能「通所リハビリテーション」です。

４．利用日と１日のスケジュール

２．通所リハの特徴は？

通所リハビリテーションとは、病院等に併設された通い（日帰
り）のサービスで、介護保険の適用となる「要支援・要介護認
定」を受けた方が利用できる施設です。日常生活における身体機
能の回復を目指すリハビリ訓練や介護サービス等を行います。
一般的に「通所リハ」や「デイケア」と呼んでいます。

身体機能の維持や回復のため、療法士による状態に合わせたリハビリ
や効果的なアクティビティを行っています。

専門職によるリハビリ訓練

看護師による医療的ケアや健康指導

定期的に身体能力や日常生活能力を評価

利用日には毎回体調確認し、医療的ケアや健康指導を行います。
体調の急変時などは、医療職による判断に基づいて対応しています。

歩行状態や握力など定期的に評価し現状を把握することで、ご本人の
やる気につながったり、トレーニング方法の見直しも可能です。

要支援または要介
護認定を受ける

・認定の申請は市区町村の窓口で申請を行う。

ケアマネ等に相談
（施設の見学）

・要支援または要介護の認定を受けた方は、地域包括支援センター
または居宅介護支援事業所のケアマネージャーに相談し、
施設の見学やサービス内容を検討する。

必要書類の準備を
する

・主治医に「診療情報提供書」を作成してもらう。

自宅でサービス担当
者会議 ～「契約」

・施設において利用可否の判定を行う。
・ケアプランの作成にあたり、利用者の状況などに関する情報を、
ケアマネ・施設の担当者・ご家族等と共有する会議を自宅で行う。

・会議終了後、契約となる。
・利用曜日や入浴などについて相談後、利用開始となる。

時間 スケジュール 概要

12：00 昼食・休憩

13：00 ・リハビリテーション
・アクティビティ
・趣味活動

15：00 おやつ

15：30 送迎

５．利用者の特性

通所リハ スタッフ

療法士 2～３人
介護職 8人
看護師 2人
（医師 1人）

時間 スケジュール 概要

8：30 送迎 必要に応じ、
家の中から介助

9：00 体調確認・朝の会 検温・血圧

10：00 ・リハビリテーション
・アクティビティ※
・入浴

※集団体操・
レクリエーション

11：30 口腔体操・水分補給 飲み込み練習

利 用 日 月曜日～金曜日（祝日は営業）※年末年始は除く

利用時間 8：30～15：30

１日の定員 30名（現在平均25名の方がご利用されています）

私たちが
サポート
します！

要支援１～２

9%

要介護１～２

64%

要介護

３～５

27%

利用者 介護度別割合（N=92)
〈送迎範囲〉

みなみ野、七国、西片倉、宇津貫町、
兵衛、片倉町
小比企町、打越町、北野台、絹ヶ丘

※上記以外でも送迎可能な地域も
あります。

６．ご利用をお考えの方へ

初めてのご利用で、リハビリについていける
か不安な方、体力的に１日過ごせるか不安な
方、レクリエ―ションが苦手な方など、何で
もご相談ください。

平均利用期間
26.5ヶ月
（２年２ヶ月）

平均年齢
80.4歳

どんな雰囲気
で活動してい
るの？

どんな人た
ちが利用し
ているの？

「通所リハ」
ってどんな
所なの？

まずは見学してみてはいかがでしょ
うか。
スタッフ一同お待ちしております！


